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林満章校長

足寄高等学校（林満章校長）の２年生が町内外の事業所でインターンシップ（職業体験）を行いました。 

役場を訪れた６人の生徒が広報紙づくりを体験。「足寄高等学校をＰＲ」をテーマに生徒たちが書いた

記事をご紹介します。

足
寄
高
校
２
間
口
確
保
に
向
け
て

校
長
先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

町
で
は
、
足
寄
高
校
生
に
向
け
て
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
給
食
の
提
供
で
す
。
こ
の
給

食
は
去
年
の
６
月
か
ら
提
供
が
始
ま
り
、
ほ

ぼ
全
校
生
徒
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
給
食
費

は
全
て
町
が
負
担
し
て
い
る
た
め
、
保
護
者

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
全
校
生

徒
が
同
じ
場
所
で
食
事
を
取
る
た
め
、
生
徒

間
の
交
流
が
深
ま
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
足
寄
町
学
習
塾
の
開
校
で
す
。

学
習
塾
は
去
年
の
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
全

校
生
徒
１
２
３
人
の
う
ち
約
半
数
に
当
た
る

62
人
が
通
っ
て
い
ま
す
。
学
習
塾
も
給
食
同

様
、
無
償
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
徒
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
指
導
を
す
る
こ

と
で
勉
強
す
る
習
慣
が
身
に
付
く
他
、
足
寄

高
校
全
体
の
学
力
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
で
今

春
の
卒
業
生
の
う
ち
５
人
が
国
公
立
大
に
進

学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
、

夏
・
冬
期
講
習
、
進
学
合
宿
、
各
種
検
定
・

模
擬
試
験
料
等
も
補
助
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

足
寄
高
校
で
は
２
間
口
80
人
の
生
徒
の
確
保

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
生
徒
数
が
増
え
れ

ば
部
活
動
も
活
発
に
な
り
、
さ
ら
に
魅
力
の

あ
る
学
校
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
の
４
月
に
、
25
年
ぶ
り
に
足
寄

高
校
に
赴
任
し
た
林
満
章
校
長
先
生
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

林
校
長
は
、
昭
和
57
年
に
初
め
て
足

寄
高
校
に
赴
任
し
９
年
間
勤
務
。
25
年

ぶ
り
に
足
寄
高
校
に
赴
任
が
決
ま
っ
た

と
き
は
「
本
当
に
か
い
」
と
驚
い
た
そ

う
で
す
。

　

本
校
の
卒
業
生
で
も
あ
る
林
校
長
は

赴
任
し
た
際
、
足
寄
高
校
生
を
見
て
「
や

は
り
後
輩
だ
と
感
じ
た
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
「
今
の
足
寄
高
校
の
生
徒
た
ち

が
卒
業
す
る
ま
で
に
、
自
分
か
ら
あ
い

さ
つ
が
で
き
る
人
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
取
れ
る
人
に
な
っ
て
い
っ
て
ほ

し
い
」
と
希
望
を
語
り
ま
し
た
。

僕
た
ち
私
た
ち
の
部
活
動
紹
介

～
広
報
づ
く
り
を
体
験
し
た
生
徒
に
、
自
分
た
ち
が
所
属
す
る
部
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
～

切
磋
琢
磨　

サ
ッ
カ
ー
部

　

サ
ッ
カ
ー
部
は
２
年
生
１
人
、
１
年
生
４

人
を
合
わ
せ
た
５
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
に
行
わ
れ
た
高
体
連
で
は
、
本
別
高

校
と
上
士
幌
高
校
と
合
同
チ
ー
ム
を
組
ん
で

出
場
し
ま
し
た
。
今
ま
で
は
、
引
退
し
た
３

年
生
１
人
を
含
め
た
６
人
で
練
習
し
て
い
た

の
が
、
合
同
チ
ー
ム
で
練
習
す
る
こ
と
に
よ

り
多
く
の
練
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
他
、

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
試
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

試
合
当
日
は
惜
し
く
も
敗
退
し
て
し
ま
い

　

私
た
ち
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
３
年
生
が
抜

け
、
現
在
は
男
子
８
人
で
毎
日
楽
し
く
明
る

く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

練
習
を
す
る
上
で
一
人
一
人
が
大
会
で
の

目
標
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
お
り
、
目
標
達

成
の
た
め
に
、
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
苦

手
な
部
分
は
反
復
し
て
練
習
す
る
な
ど
、
工

夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
か
ら
始
め
た
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
強
く
な
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一
射
入
魂　
　

弓
道
部

　

弓
道
部
は
現
在
男
子
８
人
、
女
子
８
人
計

16
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
全
員
高
校
か
ら

弓
道
を
始
め
て
い
ま
す
が
、
多
治
見
亮
一
コ

ー
チ
の
指
導
の
お
か
げ
で
５
月
22
日
に
行
わ

れ
た
国
民
体
育
大
会
弓
道
競
技
に
お
い
て
、

男
子
が
団
体
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

５
月
27
日
、
28
日
に
行
わ
れ
た
高
体
連
で
個

人
一
位
、
二
位
を
独
占
。
男
子
団
体
が
３
年

連
続
優
勝
の
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

日
頃
の
練
習
で
は
、
一
本
一
本
を
大
切
に

丁
寧
な
射
を
常
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
全
道

大
会
で
も
こ
の
練
習
成
果
を
無
駄
に
せ
ず
、

十
分
に
発
揮
し
て
い
き
た
い
で
す
。
部
員
と

も
ど
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

吹
奏
楽
局
は
こ
の
春
か
ら
、
１
年
生
６
人

を
加
え
た
13
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
７
月
９
日
、
10
日
に
行
わ
れ
る
観

岳
祭
で
披
露
す
る
楽
曲
を
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

普
段
は
定
期
演
奏
会
の
他
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
へ
の
慰
問
演
奏
な
ど
を
行
っ

て
お
り
、
演
奏
を
聞
い
て
喜
ん
で
も
ら
え
た

と
き
は
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

日
々
の
練
習
を
大
切
に
し
、
明
る
く
楽
し

く
時
に
は
真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
私
た
ち
の
演
奏
を
聴
き
に
来
て
く
だ

さ
い
。

ま
し
た

が
、
こ

の
結
果

を
受
け
、

８
月
に

行
わ
れ

る
選
手

権
で
は

１
勝
で

き
る
よ

う
毎
日

練
習
を

頑
張
っ

て
い
ま

す
。

一
本
集
中　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

一
期
一
会　
　

吹
奏
楽
局
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　足寄町農業再生協議会主催による新規就農

者激励会が町内の飲食店で開催され、新規就

農家族や経営譲渡者などが出席しました。町

茂喜登牛の阿部拓志さ
んの牧場を譲り受け新規

就農したのは、瀬古匠さ
ん・裕子さ

んご夫妻。式

では同会の会長でもある安久津勝彦町長など

があいさつし、新規就農者を激励しました。

５.19 新規就農者を激励

　足寄町農業協同組合青年部（餌取靖徳部長）

の部員ら９人が町認定こども園どんぐりの年

長児35人を対象に農業体験を行いました。子

どもたちは同部員から植え方を教わり、ジャ

ガイモやニンジンなどを手分けして植えつけ

ました。終了後には、子どもたち全員で「大

きくな～れ」とおまじないを掛けました。

５.18 傘のレンタル

５.13 大きくなあれ！

　足寄町商工会青年部（木村祥悟部長）が50

周年記念事業として貸し出し用オリジナル傘

を１２０本作成し、町内の公共施設５箇所に

寄贈しました。木村部長は「急に雨が降って

きた場合には気軽に使っていただきたい。傘

をさしている子どもを見るのが楽しみ」と述

べました。

５.27 足高存続のために
　足寄高校を存続させる会の総会が町民セン

ターで開催されました。同会会長の安久津勝

彦町長から「町から高校がなくなると町づく

りの活気も失ってしまう。今後とも関係団体

のお力添えをお願いしたい」とあいさつ。そ

の後、会員からは下宿先の確保などの意見が

出されました。

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

収
穫
・
初
出
荷

ラ
ワ
ン
ブ
キ

　
　

青
空
教
室

　

６
月
18
日
、
ら
わ
ん
グ
リ
ー
ン
研
究
グ
ル

ー
プ
阿
部
壽
美
雄
代
表
の
圃
場
で
自
生
螺
湾

ブ
キ
の
収
穫
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
虫
食

い
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
丁
寧
に
刈
り

取
ら
れ
、
大
き
く
育
っ
た
螺
湾
ブ
キ
に
鎌
を

入
れ
る
と
茎
か
ら
水
が
溢
れ
出
し
、
爽
や
か

な
フ
キ
の
香
り
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

阿
部
さ
ん
は
「
５
月
下
旬
の
寒
さ
と
６
月

上
旬
の
霜
の
影
響
で
例
年
に
比
べ
る
と
伸
び

は
い
ま
ひ
と
つ
だ
が
、
そ
れ
で
も
大
き
い
も

の
で
丈
は
２
メ
ー
ト
ル
、
茎
の
直
径
は
約
７

　

町
鷲
府
の
鳥
羽
秀
男
さ
ん

の
農
場
で
、

６
月
20
日
に
足
寄
小
学
校
２
年
生

（
39
人
）
を
対
象
と
し
た
「
ラ
ワ
ン

ブ
キ
青
空
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
、
鳥
羽
昇
子
さ
ん

か
ら
十

勝
の
農
業
や
螺
湾
ブ
キ
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
た
後
、
フ
キ
畑
の
中
に

入
る
と
「
森
み
た
い
だ
」
と
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
車
庫

の
中
で
の
ス
ケ
ッ
チ
と
な
り
ま
し
た
が
、
ス

ケ
ッ
チ
用
に
刈
り
取
っ
た
大
き
な
螺
湾
ブ
キ

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
児
童
ら
は
真
剣
に

観
察
し
て
い
ま
し
た
。

　

ス
ケ
ッ
チ
し
た
後
は
螺
湾
ブ
キ
の
試
食
で

す
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
お
か
わ
り
し
た

い
」
と
い
う
声
が
た
く
さ
ん
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
畑
香
帆
美
さ
ん

は
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

家
で
も
食
べ
た
こ
と
が
あ
り
、
今
日
食
べ
た

螺
湾
ブ
キ
も
お
い
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
最
後
に
鳥
羽
さ
ん

は
「
螺
湾
ブ
キ

の
旬
は
今
。
旬
を
大
切
に
す
る
大
人
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
育
っ
た
。
自
生

と
い
え
ど
も
雑
草
が
増
え
る
と
育
ち

が
悪
く
な
る
の
で
、
雑
草
取
り
が
一

番
大
変
。
煮
物
や
天
ぷ
ら
な
ど
お
弁

当
の
お
か
ず
に
も
な
り
、
早
い
人
で

５
月
中
に
注
文
す
る
人
も
い
て
、
年
々

注
文
が
早
く
な
っ
て
き
て
い
る
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

収
穫
作
業
は
７
月
上
旬
ま
で
行
わ

れ
、
刈
り
取
ら
れ
た
螺
湾
ブ
キ
は
そ

の
日
の
う
ち
に
箱
詰
め
さ
れ
、
約
４

ト
ン
が
全
国
各
地
の
お
客
さ
ん
へ
発

送
さ
れ
ま
す
。

足寄の初夏の風物詩
北 海 道 遺 産「螺 湾 ブ キ」
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで

　高齢者学級のふるさと足寄１００年塾「学

遊会」と「生きがいスクール」合同の１００

年塾大運動会が総合体育館で開かれ、58人が

参加しました。参加者は４チームに分かれて

「玉入れ」「カローリング」など５種類の競

技で汗を流しました。その後、バーベキュー

ハウスで昼食をとりながら親睦を深めました。

６.８ 交流を深める

　足寄町緑のまちづくり協議会（菊地正志会

長）主催の「町民ボランティアの森づくり」

が開催され、１８０人が参加。この活動はニ

トリ北海道応援基金の助成を受けて行われた

もので、参加者は平成18年の低気圧で風倒被

害に遭った里見が丘の町有林に、町木のアカ

エゾマツ１０００本を丁寧に植樹しました。

６.２ 実りの秋を楽しみに

５.29 町民の手で森づくり

　螺湾小学校（小林善仁校長、児童13人）で

田植えを行いました。これは、畜産を営む保

護者が、上川管内愛別町産の飼料用米を使用

しており、それが縁で実現したもの。児童ら

は、校舎前に作られた田んぼに入り、時折泥

に足をとられながらも、一本一本丁寧に植え

付けていました。

６.５ 安全を願って
　あしょろ観光協会（家常尚詞理事長）主催

の雌阿寒岳安全祈願祭が野中温泉側の登山口

で行われ、関係者や登山者など約50人が参加

しました。家常理事長が「遭難事故無く楽し

い登山シーズンとなれば」とあいさつを述べ

た後、参加者全員で今年１年の安全を祈願し

ました。

7

≪写真：上段から≫ 

●足寄小学校

●芽登小学校・芽登保育所

●螺湾小学校・螺湾保育所

●大誉地小学校・上利別保育所
運 動 会
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申請の受け付けが始まります！
平成28年度臨時福祉給付金と障 害・遺族年金受給者向け給付金

平成28年度臨時福祉給付金各給付金の申請方法

障害・遺族年金受給者向け給付金

　臨時福祉給付金とは、平成26年４月の消費税率引き上げによる影響を緩和するため、所得

の少ない方に対し制度的な対応を行うまでの間の暫定的・臨時的な措置として支給されるも

のです。

【支給対象者】

　平成28年１月１日時点で住民票が足寄町にあり、平成28年度分の住民税が課税されていない方。

　ただし、次の方は対象外となります。

・平成28年度分の住民税が課税されている方の扶養親族

・生活保護の受給者　など

【支給額】

　支給対象者１人につき　３，０００円

【その他】

　高齢者向け給付金、障害・遺族年金受給者向け給付金の支給対象者も受給できます。

申請期間　８月10日㈬～11月10日㈭
申 請 先　役場福祉課保健福祉室

提出書類　申請書（※１）・本人確認書類（※２）・指定する口座が確認できる書類（※３）

※１　「平成28年度臨時福祉給付金」と「障害・遺族年金受給者向け給付金」は１枚の申請

書で申請できます（両給付金に該当する方に郵送する申請書は１枚）。

※２　本人確認書類～マイナンバーカード、健康保険証、運転免許証、身体・知的・精神障

害者手帳など

※３　指定する口座が分かる書類～通帳やキャッシュカードの写しが必要です。ただし、平

成27年度臨時福祉給付金や高齢者向け給付金の受給口座への振り込みを希望される方

は、必要ありません。

【その他】

・原則として、申請期間外の申請は受け付けられませんので、ご注意ください。

・役場福祉課から平成28年度臨時福祉給付金の対象と思われる方に、８月10日㈬までに申請

書を郵送します。

・配偶者からの暴力等で、他の市町村から住民票を移さずに足寄町にお住まいの方について

は、住民票が足寄町になくても申請できる場合があります。詳しくは、担当までお問い合

わせください。

　障害・遺族年金受給者向け給付金とは、一億総活躍社会の実現に向け、賃金引き上げの恩

恵がおよびにくい低所得の障害・遺族年金受給者の方を支援するための措置として支給され

るものです。

【支給対象者】

　平成28年度臨時福祉給付金の支給対象となった方で、平成28年５月分の障害基礎年金、遺

族基礎年金等を受給している方。

　ただし、次の方は対象外となります。

・平成28年度分の住民税が課税されている方の扶養親族

・生活保護の受給者

・高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）を受給された方など

【支給額】

　支給対象者１人につき　３０，０００円

【その他】

　平成28年度臨時福祉給付金の支給対象者も受給できます。

詳　　細　役場福祉課保健福祉室保健福祉担当　☎２５－２１４１内線１４４

　「高齢者向け給付金」を受給するためには申請が必要です。期限までに申請がない場合は、給付

金を受け取ることができません。

　支給対象と思われる方にはご自宅に申請書類をお送りしていますので、申請書に必要事項を記入

し必要書類を添付して、窓口へ提出または返信専用封筒で郵送してください。お早めの申請をお願

いします。

「高齢者向け給付金」の申請はお済みですか？

●市町村や厚生労働省などがＡＴＭの操作をお願いすることは、絶対にありません。

●ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことはできません。

●市町村や厚生労働省が世帯構成や銀行口座の番号などの個人情報を聞いたり、手数料の振込みを

求めたりすることはありません。

※ご自宅や職場などに、市町村や厚生労働省（の職員）などをかたった不審な電話がかかってきた

り郵便物が届いたりしたら、役場福祉課や最寄りの警察署にご連絡ください。

「振り込め詐欺」や「個人情報の詐欺」にご注意ください！ 確認じゃ！
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■手当にかかわるお知らせ

ご存じですか？

児童扶養手当・特別児童扶養手当

【注意事項】

　各手当には、所得制限が設けられています。受給者本人または同居親族の所得が限度額を超えた場合、

支給が停止されます。

　昨年度、所得制限で受給できなかった方でも、平成28年度（平成27年分）所得により、受給できる場合

があります。

詳　　細　福祉課保健福祉室保健福祉担当　☎２５－２１４１内線１４４

児童扶養手当 特別児童扶養手当

　両親の離婚などにより、父（母）親
と一緒に生活していない母子（父子）
家庭の生活の安定と自立を助け、児童
の心身の健やかな成長のために支給さ
れます。

　障がい児の福祉の増進を図るため、
精神または身体に中度以上の障がいが
ある児童を育てている家庭に支給され
ます。

【支給対象】

　18歳までの児童（18歳に到達した日以降の

最初の３月31日までの間にある者）を扶養し

ている母（父）や、母（父）に代わってその

児童を扶養している方

【支給月額】※養育者の所得により異なります。

＜児童１人の場合＞

　全額支給　42,330円

　一部支給　42,320円～9,990円

＜児童２人目の加算額＞

　全額支給　10,000円

　一部支給　9,990円～5,000円

＜児童３人目以降の加算額＞

　全額支給　6,000円

　一部支給　5,990円～3,000円

【支 給 月】

　４月、８月、12月

【支給対象】

　精神や身体に障がいのある20歳未満の児童

の父、母、または父母に代わってその児童を

養育している方

※手当には、児童の障がいの状態によって１

級と２級があります。

【支給月額】

　１級　51,500円

　２級　34,300円

【支 給 月】

　４月、８月、12月

！ 現況届の提出はお済みですか？
　児童扶養手当・特別児童扶養手当を受給している方は、現況届の提出が必要です。７月下旬に役

場福祉課から文書でご案内しますので、忘れずに提出してください。

　期限までに提出されない場合、手当が受けられなくなりますのでご注意ください。

（水色）

（黄緑色）

後 期 高 齢 者 医 療 制 度 の お 知 ら せ
～保険証（被保険者証）の一斉更新について～

■保険証が新しくなります

　現在ご使用の保険証の有効期限が平成28年７月31日で満了となるため、

８月以降は使用できません。

　７月中に新しい保険証を郵送しますので、お手元に届きましたら、住

所・氏名などの記載事項を確認してご使用ください。

　すでに減額認定証をお持ちの方で、引き続き交付対象に該当する方に

は７月中に郵送します。新しい減額認定証が届きましたら、住所・氏名

などの記載事項をご確認ください。

　また、新たに減額認定証が必要となられた方は、次の交付要件に該当

することをご確認の上、役場住民課住民室保険担当へ申請してください。

●減額認定証の交付対象…次の区分ⅠまたはⅡに該当する方

■減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）も新しくなります

■医療費の適正化のために ～整骨院・接骨院、はり・きゅう、あんま・マッサージのかかり方～

　整骨院・接骨院、はり・きゅう・あんま・マッサージなどの施術を受ける際、医療保険が「使える場合」

と「使えない場合」があります。医療保険が使える範囲を正しく理解し適切に受診することが、医療費の適

正化につながります。

　詳細は北海道後期高齢者医療広域連合ホームページや、市区町村窓口で配布しているチラシ等でご確認く

ださい。医療費の適正な支出のため、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

北海道後期高齢者医療広域連合ホームページ　http://iryokouiki-hokkaido.jp/
問い合わせ先・詳細

　・北海道後期高齢者医療広域連合　☎０１１－２９０－５６０１

　・役場住民課住民室保険担当　　　☎２５－２１４１内線２１７

・新しい保険証の有効期限は、平成29年７月31日までです。

・紛失したときや汚れたときは再交付しますので、役場住民課住民室保

険担当までお申し出ください。

８月１日から使用する保険証の色は水色です。

※有効期限の切れた古い保険証（オレンジ色）は、８月１日以降に

ご自身で破棄してください。

８月１日から使用する保険証の色は黄緑色です。

※有効期限の切れた古い減額認定証（ピンク色）は、８月１日以降

にご自身で破棄してください。

区 分 Ⅰ 世帯全員が住民税非課税である方のうち、次のいずれかに該当する方

・世帯全員の所得が０円の方
　（公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方）

・老齢福祉年金を受給されている方

区 分 Ⅱ ・世帯全員が住民税非課税である方



知っとく！認知症
「足寄町認知症ケアパス」の巻

 

認
知

症
の

⼈
の

様
⼦

 
認

知
症

の
疑

い
 

認
知

症
を

有
す

る
が

⽇
常

⽣
活

は
⾃

⽴
 

誰
か

の
⾒

守
り

が
あ

れ
ば

 
⽇

常
⽣

活
は

⾃
⽴

⽇
常

⽣
活

に
⼿

助
け

・
介

護
が

必
要

 
常

に
介

護
が

必
要

 

物
忘

れ
は

あ
る

が
、

⾦
銭

管
理

や
買

い
物

、
書

類
の

作
成

等
を

含
め

、
⽇

常
⽣

活
は

⾃
⽴

買
い

物
や

事
務

⾦
銭

管
理

等
に

ミ
ス

が
み

ら
れ

る
が

、
⽇

常
⽣

活
は

ほ
ぼ

⾃
⽴

し
て

い
る

服
薬

管
理

が
で

き
な

い
、

電
話

の
応

対
や

 
訪

問
者

の
対

応
が

⼀
⼈

で
は

難
し

い
着

替
え

や
⾷

事
、

ト
イ

レ
等

 
が

う
ま

く
で

き
な

い
 

ほ
ぼ

寝
た

き
り

で
 

意
思

の
疎

通
が

困
難

で
あ

る

期
待

さ
れ

る
⽀

援
 

○
周

囲
に

よ
る

気
づ

き
 

○
相

談
窓

⼝
に

つ
な

ぐ
 

○
適

切
な

診
断

 

○
⽣

活
上

の
困

難
に

対
す

る
⽀

援
 

○
本

⼈
の

「
で

き
る

こ
と

」
を

活
か

し
た

⽀
援

○
⼀

⼈
で

外
出

し
た

際
の

安
全

確
保

 

○
安

全
の

確
保

 
○

本
⼈

の
「

で
き

る
こ

と
」

を
活

か
し

た
⽀

援
○

必
要

な
医

療
処

置
の

提
供

 
○

急
変

時
へ

の
対

応
 

○
安

全
の

確
保

 
○

本
⼈

の
「

で
き

る
こ

と
」

を
活

か
し

た
⽀

援
 

○
必

要
な

医
療

処
置

の
提

供
 

○
急

変
時

へ
の

対
応

 

○
合

併
症

の
予

防
 

○
本

⼈
の

「
で

き
る

こ
と

」
を

活
か

し
た

⽀
援

○
必

要
な

医
療

処
置

の
提

供
 

○
急

変
時

へ
の

対
応

 

認知症の⼈を⽀援する⽅法等
 

介
護

予
防

・
悪

化
予

防
 

 
仕

 
 

事
・

役
割

⽀
援

 

 

 
 

 
 

安
否

確
認

・
⾒

守
り

 
 

緊
急

時
⽀

援
 

 
家

族
⽀

援
 

 

 
 

 
 

⽣
活

⽀
援

 

 

 
 

 
 

医
 

 
療

 
 

介
 

 
護

 
 

 
 

  
  

住
 ま

 い
 

 
 

 
 

 

認
知

症
の

⼈
が

必
ず

し
も

こ
の

通
り

の
経

過
を

た
ど

る
と

は
限

り
ま

せ
ん

が
、

認
知

症
の

進
⾏

状
況

に
合

わ
せ

て
、

い
つ

、
ど

こ
で

、
ど

の
よ

う
な

⽀
援

を
う

け
る

こ
と

が
で

き
る

の
か

を
把

握
し

、
今

後
の

⾒
通

し
を

つ
け

る
参

考
と

し
て

く
だ

さ
い

。

普
段

の
生

活
の

中
で

認
知

症
の

人
の

安
否

確
認

や
見

守
り

を
し

て
く

れ
る

 
【

緊
急

通
報

装
置

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
、

高
齢

者
保

健
福

祉
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ｰ
、

認
知

症
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾀ
ｰ
、

民
生

委
員

、
あ

ん
し

ん
電

話
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
、

配
食

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
な

ど
】

機
械

で
認

知
症

の
人

の
居

場
所

を
知

ら
せ

て
く

れ
る

【
徘

徊
高

齢
者

検
索

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
装

置
な

ど
】

 

自
宅

で
簡

単
な

生
活

支
援

を
し

て
も

ら
え

る
【

日
常

生
活

支
援

事
業

、
高

齢
者

就
労

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
な

ど
】

病
院

ま
で

の
送

迎
を

し
て

く
れ

る
 

【
患

者
輸

送
ﾊ
ﾞ
ｽ
、

足
ﾊ
ﾞ
ｽ
、

外
出

支
援

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
、

通
院

支
援

事
業

な
ど

】

お
弁

当
を

配
達

し
て

も
ら

え
る

 
【

配
食

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
な

ど
】

 

除
雪

を
し

て
も

ら
え

る
 

【
除

雪
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
、

高
齢

者
就

労
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
な

ど
】

 

診
断

を
受

け
ら

れ
る

 
【

か
か

り
つ

け
医

、
物

忘
れ

外
来

、
認

知
症

疾
患

医
療

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
（

大
江

病
院

）
な

ど
】

自
宅

に
医

師
や

看
護

師
、

理
学

療
法

士
、

薬
剤

師
が

来
て

く
れ

る
 

【
町

内
医

療
機

関
、

北
海

道
総

合
在

宅
ケ

ア
事

業
団

な
ど

】

通
っ

て
食

事
や

入
浴

、
ﾚ
ｸ
ﾘ
ｪ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
な

ど
の

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
を

利
用

で
き

る
【

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
事

業
、

通
所

介
護

、
通

所
ﾘ
ﾊ
ﾋ
ﾞ
ﾘ
な

ど
】

自
宅

で
家

事
や

入
浴

介
助

な
ど

を
し

て
も

ら
え

る
【

小
規

模
多

機
能

型
居

宅
介

護
事

業
、

訪
問

介
護

な
ど

】

介
護

に
つ

い
て

相
談

や
勉

強
し

た
り

、
介

護
者

同
士

の
情

報
交

換
や

交
流

、
介

護
を

し
て

い
る

こ
と

を
周

囲
の

人
に

理
解

し
て

も
ら

い
た

い
と

き
【

認
知

症
ｶ
ﾌ
ｪ
、

介
護

ﾏ
ｰ
ｸ
な

ど
】

 

急
な

用
事

が
で

き
て

宿
泊

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
が

必
要

に
な

っ
た

と
き

 
【

短
期

入
所

、
生

活
支

援
長

屋
な

ど
】

緊
急

時
の

連
絡

や
認

知
症

の
人

が
行

方
不

明
に

な
っ

た
と

き
 

【
緊

急
通

報
装

置
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
、

か
え

る
ﾈ
ｯ
ﾄ
ﾜ
ｰ
ｸ
な

ど
】

見
守

り
付

き
の

住
宅

 
【

ｹ
ｱ
ﾊ
ｳ
ｽ
な

ど
】

 

家
庭

的
な

環
境

と
地

域
と

の
交

流
の

下
で

共
同

生
活

す
る

住
宅

【
認

知
症

対
応

型
共

同
生

活
介

護
な

ど
】

介
護

を
受

け
ら

れ
る

施
設

 
【

介
護

老
人

福
祉

施
設

、
介

護
療

養
型

老
人

保
健

施
設

な
ど

】

〜
⾜

寄
町

認
知

症
ケ

ア
パ

ス
〜

 
⾜

寄
町

の
…

認
知

症
の

⼈
の

状
態

に
応

じ
た

⽀
援

の
流

れ
 

み
ん

な
で

食
事

を
し

た
り

、
交

流
で

き
る

【
老

人
ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞ
、

生
き

が
い

ﾃ
ﾞ
ｲ
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
、

給
食

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
、

お
達

者
ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞ
な

ど
】

介
護

予
防

の
た

め
の

運
動

教
室

等
に

参
加

で
き

る
 

【
あ

・
笑

～
る

、
お

達
者

ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞ
、

介
護

予
防

教
室

な
ど

】

早
期

に
適

切
な

支
援

や
治

療
に

つ
な

ぐ
こ

と
が

で
き

る
 

【
認

知
症

初
期

集
中

支
援

な
ど

】

悪
化

さ
せ

な
い

た
め

に
ﾘ
ﾊ
ﾋ
ﾞ
ﾘ
を

し
た

り
、

み
ん

な
と

交
流

で
き

る
 

【
小

規
模

多
機

能
型

居
宅

介
護

事
業

、
通

所
介

護
、

通
所

ﾘ
ﾊ
ﾋ
ﾞ
ﾘ
な

ど
】

自
主

的
な

集
ま

り
の

中
で

役
割

を
持

っ
て

活
動

で
き

る
 

【
老

人
ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞ
、

お
達

者
ｸ
ﾗ
ﾌ
ﾞ
、

各
種

ｻ
ｰ
ｸ
ﾙ
な

ど
】

特
技

や
趣

味
を

生
か

し
て

活
躍

で
き

る
 

【
高

齢
者

就
労

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
、

介
護

支
援

ﾎ
ﾞ
ﾗ
ﾝ
ﾃ
ｨ
ｱ
な

ど
】

認
知

症
の

人
の

精
神

症
状

が
強

く
な

っ
た

と
き

 
【

認
知

症
初

期
集

中
支

援
、

認
知

症
疾

患
医

療
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
（

大
江

病
院

）
な

ど
】

一
時

的
な

住
ま

い
 

【
生

活
支

援
長

屋
な

ど
】
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前
回
の
「
知
っ
と
く
�
認
知
症
」
で
は
、

認
知
症
予
防
を
目
的
と
し
た
「
あ
た
ま
と
か

ら
だ
の
健
康
教
室
」
に
つ
い
て
お
伝
え
し
た

ニ
ン
。

　

今
回
は
「
足
寄
町
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」
を

紹
介
す
る
ニ
ン
�

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
と
は
？

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
が
認
知
症
の
心

配
を
感
じ
た
と
き
「
い
つ
ど
こ
で
何
を
す
る

べ
き
か
」
を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
も
の

で
す
。

　

日
常
生
活
の
困
り
ご
と
が
進
行
し
て
い
く

中
で
、
症
状
の
進
行
に
合
わ
せ
た
具
体
的
な

ケ
ア
方
法
や
、
利
用
で
き
る
医
療
・
介
護
サ

ー
ビ
ス
な
ど
が
標
準
的
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
は
ど
う
や
っ
て
使
う
の
？

　

認
知
症
は
進
行
と
と
も
に
状
態
が
変
化
す

る
病
気
の
た
め
、
変
化
し
て
い
く
状
態
に
応

じ
て
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
認
知
症
ケ
ア
パ

ス
を
使
っ
て
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

や
ア
ク
セ
ス
方
法
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
で
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
慌
て
る
こ
と
な
く
対
処

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
症
状
が
進
行
し
て
い
る
と
感
じ
た

場
合
、
今
利
用
し
て
い
る
ケ
ア
や
サ
ー
ビ
ス

が
適
切
な
も
の
か
見
比
べ
る
こ
と
が
で
き
、

新
た
に
ど
ん
な
ケ
ア
や
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
か

も
分
か
り
ま
す
。

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

「
認
知
症
の
方
は
、
精
神
科
病
院
や
施
設

を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
い
う
考
え
方

を
改
め
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
の
意
思

が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地

域
の
良
い
環
境
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
の
で

す
。

　

そ
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
一
つ
の
方

法
と
し
て
、
各
市
町
村
に
認
知
症
ケ
ア
パ
ス

の
策
定
を
義
務
付
け
ま
し
た
。

家
族
で
認
知
症
に
つ
い
て
話
し
合
う
際
に

活
用
し
て
く
だ
さ
い

　

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
が
あ
れ
ば
、
自
分
や
家

族
が
認
知
症
に
な
る
前
か
ら
対
策
を
立
て
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
分
が
ど
ん
な
ケ
ア
を
し
て
も
ら
い
た
い

か
を
考
え
た
り
、
家
族
の
希
望
を
聞
い
て
み

た
り
し
ま
し
ょ
う
。
す
で
に
認
知
症
に
な
っ

て
い
る
家
族
に
対
し
て
も
、
意
志
疎
通
が
で

き
る
う
ち
に
話
を
し
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

自
分
た
ち
に
は
ま
だ
先
の
話
と
は
思
わ
ず

に
、
家
族
で
ゆ
っ
く
り
と
話
し
合
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

「
足
寄
町
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
他
、
役
場
福
祉

課
窓
口
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
認
知
症
の
症
状
は
疾
患
や
身
体

状
況
に
よ
り
経
過
は
異
な
る
た
め
、
必
ず
し

も
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
通
り
に
な
る
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
気
軽
に
役
場
福
祉
課
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳　

細

　

役
場
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎
25

－

９
２
０
０

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
は
何
の
た
め
に

作
ら
れ
た
の
？

　

厚
生
労
働
省
は
、
今
後
増
え
続
け
て
い
く

認
知
症
の
人
へ
の
「
ケ
ア
の
流
れ
」
を
変
え
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ミセス ユミ子の

消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
44
回

　

知
ら
な
い
と
損
を
す
る
！
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
契
約
に
つ
い
て

～
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
ル
ー
ル
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
～

　

こ
れ
ま
で
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
契

約
書
の
書
面
交
付
義
務
が
な
く
、「
契
約
し

た
内
容
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン
（
有
料
オ
プ
シ

ョ
ン
等
）
を
確
認
で
き
な
い
」「
何
度
断
っ

て
も
違
う
代
理
店
か
ら
繰
り
返
し
勧
誘
さ
れ

る
」「
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
等
の
契
約
が
自

動
更
新
（
い
わ
ゆ
る
２
年
縛
り
）
に
な
る
」

な
ど
の
苦
情
や
相
談
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
昨
年
、
電
気
通
信
事
業
法
の
一
部

が
改
正
（
今
年
５
月
21
日
施
行
）
さ
れ
、
新

た
に
消
費
者
保
護
ル
ー
ル
が
充
実
・
強
化
さ

れ
ま
し
た
。

消
費
者
保
護
ル
ー
ル
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
す
か
？

電
気
通
信
事
業
法
に
消
費
者
を
保
護

す
る
ル
ー
ル
と
し
て

★
消
費
者
が
勧
誘
を
断
っ
た
場
合
は
継
続
し

て
勧
誘
を
し
て
は
い
け
な
い
。

★
契
約
後
は
す
み
や
か
に
書
面
を
交
付
す
る
。

　

（
契
約
書
面
は
原
則
紙
媒
体
で
の
交
付
に

な
り
ま
す
が
、
消
費
者
が
承
諾
す
れ
ば
、

電
子
メ
ー
ル
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
の
電

子
交
付
も
可
能
）

★
い
わ
ゆ
る
「
２
年
縛
り
」
等
の
自
動
更
新

さ
れ
る
契
約
は
か
な
ら
ず
事
前
に
通
知
す

る
こ
と
。

★
初
期
契
約
解
除
制
度
な
ど
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。初

期
契
約
解
除
制
度
は
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
と
ど
う
違
う
の
？

書
面
受
領
日
か
ら
８
日
間
は
利
用
者

の
都
合
の
み
で
解
除
で
き
る
点
が
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
と
似
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
初
期
契
約
解
除
制
度
で
は
店
舗
や
通

信
販
売
を
含
め
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
販
売

さ
れ
て
い
て
も
契
約
解
除
で
き
る
一
方
、
適

用
さ
れ
る
契
約
に
つ
い
て
限
定
さ
れ
て
い
る

点
が
違
い
ま
す
。

【
も
っ
と
詳
し
く
知
ろ
う
！
初
期
契
約
解
除

制
度
と
確
認
措
置
】

　

契
約
を
解
除
す
る
に
は
、
初
期
契
約
解
除

制
度
と
確
認
措
置
に
よ
る
場
合
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
が
違
い
ま
す
。

①
初
期
契
約
解
除
制
度

：

主
に
光
回
線
サ
ー

ビ
ス
等
の
固
定
通
信
に
関
し
て
、
違
約
金
な

し
で
契
約
解
除
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
契

約
解
除
ま
で
に
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
料
や
工

事
費
用
・
事
務
手
数
料
は
支
払
う
必
要
が
あ

り
、
契
約
時
に
一
緒
に
購
入
し
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
の
端
末
購
入
代
金
も
解
除
さ
れ

ま
せ
ん
。

②
確
認
措
置

：

電
波
の
状
況
や
事
業
者
の
説

明
不
十
分
な
ど
の
場
合
、
ま
ず
事
業
者
側
に

申
し
出
て
対
応
を
求
め
ま
す
。
改
善
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
、
端
末
費
用
負
担
や
違
約
金
の

支
払
い
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
契

約
解
除
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
は
請
求
さ

れ
ま
す
。

詳　

細

　

足
寄
町
消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

 

☎
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－

０
５
８
５

　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当
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〈
消
費
生
活
相
談
員
か
ら
の

 

ア
ド
バ
イ
ス
〉

　

契
約
内
容
は
契
約
締
結
前
に
記
載
事

項
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
書
面
に

不
備
が
あ
っ
た
場
合
や
重
要
事
項
に
つ

い
て
「
事
実
と
異
な
る
」
こ
と
を
言
わ

れ
た
時
は
早
め
に
消
費
生
活
相
談
員
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

日
本
に
生
息
す
る
３
種
の
ザ
リ
ガ
ニ
（
ニ

ホ
ン
・
ウ
チ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
）
の
う
ち
ニ
ホ

ン
ザ
リ
ガ
ニ
は
唯
一
の
在
来
種
で
、
日
本
固

有
種
で
す
。
体
長
は
５
～
６
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
と
小
さ
く
、
他
の
２
種
の
半
分
ほ
ど
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
北
海
道
と
東
北
北
部
に
の
み

生
息
し
、
広
葉
樹
に
囲
ま
れ
た
源
流
域
の
冷

た
く
清
澄
な
水
環
境
を
好
ん
で
生
活
し
て
い

て
利
用
さ
れ
て
い
る
演
習
林
内
の
水
源
地
で

は
、
今
で
も
そ
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
彼
ら

は
足
寄
町
の
自
然
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
、
私

た
ち
が
毎
日
利
用
し
て
い
る
水
が
き
れ
い
で

あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。

詳　

細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

 

（
智
和
正
明
・
村
田
秀
介
）
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ま
す
。
人
の
体
温
で
も
や

け
ど
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
た
め
、
触
れ
る
場
合

は
川
の
水
で
手
を
よ
く
冷

や
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

の
ん
び
り
と
し
た
性
格

で
移
動
能
力
も
低
い
こ
と

か
ら
、
環
境
の
変
化
は
彼

ら
に
と
っ
て
命
取
り
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
か
つ

て
は
北
海
道
の
各
地
で
見

ら
れ
ま
し
た
が
、
道
路
工

事
や
農
薬
散
布
と
い
っ
た

人
間
活
動
に
伴
う
環
境
の

変
化
に
対
応
で
き
ず
、
そ

の
数
と
生
息
地
を
大
幅
に

減
ら
し
、
２
０
０
０
年
に

は
環
境
省
か
ら
絶
滅
危
惧

Ⅱ
類
に
指
定
さ
れ
て
い
ま 

す
。

　

足
寄
町
の
水
道
水
と
し

ニホンザリガニ

ニホンザリガニ

ご
存
じ
で
す
か
？
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制
度

み
ん
な
の
国
民
年
金

4
Vol.

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
方
で
、
所
得
が
低
い
等
の
理
由
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
困
難
な
と
き
は
、
申
請
す
れ
ば
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

❖
免
除
期
間
は
未
納
期
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険

料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料

免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度
（
法
改
正

に
よ
り
50
歳
未
満
に
拡
大
）」
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け

て
い
れ
ば
、
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
し
て
も
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
る
の
で
安
心
で
す
。

❖
免
除
等
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

平
成
28
年
度
の
免
除
等
の
申
請
受
け
付
け

は
７
月
１
日
か
ら
行
っ
て
お
り
、
対
象
と
な

る
期
間
は
平
成
28
年
７
月
分
か
ら
平
成
29
年

６
月
分
ま
で
の
１
年
間
分
で
す
。

　

ま
た
平
成
26
年
４
月
の
法
改
正
に
よ
り
、

２
年
１
カ
月
分
ま
で
遡
及
し
て
免
除
申
請
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

免
除
申
請
を
忘
れ
て
い
た
た
め
に
未
納
期
間

を
有
し
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳　

細

　

帯
広
年
金
事
務
所
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役
場
住
民
課
戸
籍
年
金
担
当
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初期契約解除制度と確認措置の対象範囲

契約解除可能期間

書面受領日

（サービス開始） ８日間

光回線サービス等

・ＡＤＳＬ回線サービス
・電話サービス等

・ＰＨＳサービス
・プリペイドサービス等

主な携帯電話サービス等

総務大臣の認定を受けたサービス

固定通信サービス 移動通信サービス

初期契約解除制度

確認措置

販売形態問わず

店頭販売・通信販売

電気通信サービス

免除区分と受給資格

老 齢 基 礎 年 金 障害基礎年金
遺族基礎年金

（受給資格期間への算入）
受給資格期間
への算入

年金額への反映
（反映割合）

納　　付 ○ ○ ○

全額免除 ○
○

（1/2） ○

一部
納付

４分の１納付

○

○

（5/8）

○２分の１納付
○

（6/8）

４分の３納付
○

（7/8）
納付猶予

学生納付特例
○ × ○

未　　納 × × ×
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・第24回スターフェスティバル２０１６

日　　時　７月16日㈯　午後４時－

場　　所　銀河通り歩行者天国

　（道の駅「ステラ★ほんべつ」前通り）

内　　容　飲んで食べて楽しい食のコーナー、

カラオケ大会、子ども向け縁日、ビンゴ大会他

詳　　細� スターフェスティバル実行委員会

� （森さん）☎２２－３７４９

・第31回チャリティー樽生ビアー彩

日　　時　７月23日㈯　午後４時－

場　　所　役場前駐車場

内　　容　地元グルメ出店、ゲームイベント、

カラオケ大会他

そ の 他　ビール前売り券を販売しています。

　当日は１杯４００円で提供しています。

詳細・ビール前売り券取り扱い

� 本別町商工会青年部　☎２２－２５２９

第８回ふるさと銀河線
りくべつ鉄道まつり

日時・場所

　７月23日㈯　午後６時－

　緑町サッカー場

　７月24日㈰　午前10時－午後３時15分

　りくべつ鉄道構内、駅前多目的広場

内　　容

23日　花火大会

24日　ミニライブ（いとたい）、マジックショ

ー（アガック＆ステファニー）、お笑いステ

ージショー（天津、バイク川崎バイク、しろ

っぷ）、大抽選会、もちまき

詳　　細� 陸別町観光協会事務局

� （陸別町役場産業振興課内）

 ☎２７－２１７１内線１３５

銀河クリーンセンターを
見学しませんか

サマージャンボ宝くじ
発売中

電波のルールを守りましょう

歯とお口の健康調査にご協力ください

　銀河クリーンセンターで、個人

向けの施設見学会を実施します。

　ごみ処理場の見学を通して、ご

みの分別やリサイクルについて考

えてみませんか。

日　　時　７月29日㈮
　　　　　午前10時－11時

定　　員　30人（先着順）

申込期限　７月25日㈪
※午前10時から午後４時までの間

に電話でお申し込みください。

詳　　細　銀河クリーンセンター

 ☎２９－６７００

　サマージャンボ宝くじの収益金

は、公共事業に対する貸付原資と

なっている他、各市町村の振興事

業のために幅広く活用されていま

す。

発売期間　７月29日㈮まで

抽せん日　８月９日㈫
支払開始日　８月15日㈪

　アマチュア無線は、個人的な無

線技術の興味に基づいて行うため

のものです。工事・除排雪・有害

鳥獣駆除などの、仕事に関する通

信には使えません。

　電波のルールを確認し、正しく

利用しましょう。

詳　細� 北海道総合通信局

 ☎０１１－７３７－００９９

　町では「高齢者のそしゃく能力の向上による全身の健康状態改善につ

いての前向き観察研究」による歯とお口の健康調査を実施します。

　歯科相談や義歯の点検、認知症検査などを無料で行います。

対　　象　65歳以上の要介護認定を受けていない方

日時・場所

詳　　細� 役場福祉課保健推進担当　☎２５－２５７１ 善意のご寄附・ご寄贈
ありがとうございます

町へ

・帯広信用金庫（増田正二理

事長）から� 15万円

刑務官採用試験

足寄町交通安全協会
足寄支部会員募集中

交通規制のお知らせ

予備自衛官補採用試験

北海道警察官採用試験

受付期間　７月19日㈫－28日㈭
※原則、インターネットで申し込

んでください。

一次試験日　９月18日㈰
申し込み専用ホームページ

http://www.jinji-shiken.go.jp/
juken.html
※試験場所や受験資格などについ

ては、お問い合わせください。

詳　　細� 人事院北海道事務局

 ☎０１１－２４１－１２４８

　足寄町交通安全協会足寄支部で

は市街地の交通安全運動を通し、

啓蒙活動を行っています。興味の

ある方はお問い合わせください。

� 足寄町交通安全協会足寄支部

 ☎２５－４１８３

　道路工事および配水管移設工事

のため、次の通り通行止めを行い

ます。なお、交通規制区間であっ

ても、区域内居住者のために必要

と認められる交通は確保します。

工事箇所　南７条２丁目

工事期間　９月30日㈮まで

詳　　細

� 役場建設課☎２５－２１４１

� 上下水道室内線３５７

� 建設室内線３７６

自衛隊帯広地方協力本部ホームページ

http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/
詳　　細� 自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

募　　集

お知らせ

受付期間　８月１日㈪－26日㈮
※インターネットで申し込む場合は８月24日㈬午後５時30分までです。

一次試験日　９月18日㈰
北海道警察ホームページ　http://www.police.pref.hokkaido.lg.jp/
※試験場所、受験資格などについては、警察署または最寄りの交番・駐

在所にお問い合わせください。

詳　　細� 本別警察署　☎２２－０１１０

７月25日㈪ 午後２時－５時
旭町母と子の家

７月26日㈫ 午前10時－正午

８月１日㈪
午前10時－正午

町民センター

午後２時－５時

８月２日㈫
午前10時－正午

午後２時－４時30分

８月８日㈪
午前10時－正午

午後２時－５時

８月９日㈫
午前10時－正午

午後２時－４時30分

訂正とおわび

　広報あしょろ６月号にて「平成27年度予算の執行状況」をお知ら

せしていましたが、上水道事業の企業会計収支状況に誤りがありま

したので、訂正しておわびします。

（誤）

（正）

会　　計　　名 支 出 済 額

上 水 道 事 業
収益的収入及び支出 1億3,792万8千円

資本的収入及び支出 788万2千円

会　　計　　名 支 出 済 額

上 水 道 事 業
収益的収入及び支出 1億3,792万6千円

資本的収入及び支出 8,468万円

通行止め区間

募集種目 募集資格 受付期間 試 験 日

予備自衛官補
（一般）

18歳以上
34歳未満の方 ７月１日㈮

－９月16日㈮
９月30日㈮－10月３日㈪

のうち指定する日予備自衛官補
（技能）

18歳以上で
国家資格等を有する方



掲載を希望される方は、役場総務課総務室・広報広聴担当まで

今月の表紙

広報あしょろ７月号　№７５９
発　行：足寄町
編　集：総務課総務室　☎25－2141　内線335
〒089-3797　北海道足寄郡足寄町北１条４丁目48番地１
http://www.town.ashoro.hokkaido.jp

☆６月は螺湾ブキの取材がたくさんあ

り、多くの報道機関も駈け付けてい

ました。

☆鳥羽農場さんが毎年、足寄小学校２

年生を対象としたラワンブキ青空教

室を開催しているということで、過

去の動画を見ていた時「あれどっか

で見た顔だな～」と思っていたら、

６年前の娘が映っているではありま

せんか。小学生の頃のあどけない表

情を見て「こんな時もあったんだな

あ」と懐かしさが込み上げてきまし

た。

☆子どもが大きくなるにつれて、写真

やビデオを撮る機会が少なくなる今

日、これからもできるだけ多く写真

を残しておこうとしみじみ感じまし

た。

小泉　京
きょう

四
し

朗
ろう

ち
  ゃ
   ん

� （平成26年７月９日生まれ）

　お兄ちゃんのまねっこ京四朗。

一緒に漫画を読み、一緒にテレ

ビを見て大爆笑。トラクターも

大好きで、見つけると大騒ぎ。

いっぱい遊んで大きくなろうね。

� 智英・礼子さ
んの子

� （郊南２丁目）

　６月８日に行われた「ふるさと足寄１００

年塾大運動会」でのスナップです。

� （⇒６ページ）　

ひとのうごき

６月末の住民基本台帳

人　口　　７，１５８　人　（＋８)

　男　　　３，４８１　人　（＋５)

　女　　　３，６７７　人　（＋３)

世　帯　　３，５５５世帯（＋４)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

佐藤　奨
しょう

真
ま

ち
  ゃ
   ん

� （平成26年８月31日生まれ）

　やんちゃで元気いっぱいの奨

真。歌に合わせて踊ったり車で

遊んだり、ボールで遊ぶのが大

好き。これからも元気にすくす

く育ってね。

� 陽介・香菜子さ
んの子

� （北３条２丁目）
平間　菜

な

緒
お

ち
  ゃ
   ん

� （平成26年８月16日生まれ）

　歌うこととおしゃべりが大好

きな菜緒。いつも周りを楽しま

せてくれる我が家のアイドルで

す。これからもお兄ちゃんと仲

良く、元気に大きくなってね。

� 貴浩・麻希さ
んの子

� （南７条２丁目）


